
会社概要

投資関連情報

設立年月日

1885年10月1日

会社が発行する株式の総数

6,500,000,000株

株主数

211,705人

1株当たり配当金

5円（年間）

上場証券取引所

東京、大阪、名古屋、京都

独立監査人

朝日監査法人（アーサーアンダーセンメンバーファーム）

株式名義書換代理人

日本証券代行株式会社

東京都中央区日本橋茅場町一丁目2番4号

刊行物

書面にてのご要望に応じて下記刊行物を発送致しております。

• Annual Review 1998（英）

• Annual Report 1999（英）

• TG Minutes（英）

• 東京ガス環境報告書2000（和・英）

ホームページ・アドレス

http://www.tokyo-gas.co.jp

お問い合わせ先

この冊子の内容についてのご質問、またその他の補足資料をご

希望の方は下記までご連絡下さい。

東京ガス（株）総務部IRグループ
国際部

Tel: (03) 5400-3888

Fax: (03) 3432-4574

E-mail: tgir@tokyo-gas.co.jp

（2000年6月29日現在）

単位
1 トン = 2,204.62 lb.
1 キロカロリー (kcal) = 4.187 kJ = 3.968 Btu
1 メガジュール (MJ) = 239 kcal = 948 Btu
1 ブリティッシュサーマルユニット (Btu) = 0.252 kcal = 1.055 kJ
1 キロワット時 (kWh) = 860 kcal = 3.6 MJ = 3,412 Btu

東京ガス株式会社
本社所在地

〒105-8527 東京都港区海岸1-5-20
Tel: (03) 3433-2111 Fax: (03) 3432-4574

海外駐在員事務所

ニューヨーク事務所

280 Park Avenue, New York, NY 10017, U.S.A.
Tel: +1-212-818-1210 Fax: +1-212-818-1218

パリ事務所

102, Avenue des Champs-Elysées, 75008 Paris, France
Tel: +33-1-45-62-00-59 Fax: +33-1-42-25-96-85

アジアパシフィック地域事務所

Level 30, Menara Shahzan lnsas
No. 30 Jalan Sultan lsmail, 50250 Kuala Lumpur,
Malaysia
Tel: +60-3-244-2928 Fax: +60-3-244-2930

北京事務所

909 Beijing Fortune Building
No. 5 DongSanHuanBei-Lu, Chao Yang-Qu
Beijing 100004, People’s Republic of China
Tel: +86-10-6590-8450/8451 Fax: +86-10-6590-8452
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プロフィール
　日本最大の都市ガス事業者である東京ガスは、需要規模が大きく成長性の高い首都圏・関東平野を事業基盤とし、液化天然ガ

ス（LNG）の輸入、都市ガスの製造・供給から販売まで行っています。当社は、エネルギー業界における規制緩和の進展や首都圏

でのガス需要の拡大を踏まえ、昨年までに拡充してきた製造供給基盤をベースとして、今後とも常に新しいガス利用技術を提案

してさらなる需要の拡大を図っていきます。また熱・電力も供給する総合エネルギー産業として成長を目指し、それによって得

られる利益を需要家・株主の皆様へも還元していきます。
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見通しに関する注意事項
このアニュアルレポートに掲載されている東京ガスの現在の計画、見通し、戦略、その他の歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは、現在入手
可能な情報から得られた東京ガスの経営者の判断にもとづいております。実際の業績は、さまざまな重要な要素により、これら業績見通しとは大きく異なる結果となりう
ることをご承知おき下さい。実際の業績に影響を与えうる重要な要素には、日本経済の動向、円ドルの為替相場、ならびに急速な技術革新と規制緩和の進展への東京ガスの
対応などがあります。


